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御
祭
神
数
当
神
社
に
御
鎮
祭
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

御
祭
神
は
四
万
九
千
七
百
二
十
八
柱
で
す
。

　

本
日
の
終
戦
記
念
日
祭
に
際
し
ま
し
て
は
猛
暑

の
中
、
ま
た
ご
多
用
の
と
こ
ろ
、
御
参
列
賜
り
ま

し
て
誠
に
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
ご
参
列
の
ご
遺
族
の
皆
様
方
を
は

じ
め
、
友
好
団
体
、
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
は
、
日

頃
よ
り
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
、
神
社
の
護
持
運
営
に

は
、
格
別
の
ご
理
解
・
ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
て
重

ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
二
月
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
が
は
じ
ま
り
、
現
在
約
一
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
未
だ
終
戦
・
停
戦
の
先
行
き
が
見
え

な
い
中
連
日
悲
惨
な
状
況
が
報
道
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
最
近
で
は
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル

発
射
と
、
中
国
に
よ
る
台
湾
へ
の
侵
攻
の
恐
れ
と

国
際
秩
序
を
無
視
し
た
海
洋
進
出
、
軍
事
力
の
拡

大
、
併
せ
て
終
わ
り
の
見
え
な
い
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
目
の
当
た
り
と
し
た
中
、
我

が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
上
の
脅
威
は
今
迄
以

上
に
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
刻

も
早
い
法
整
備
、
米
国
と
の
同
盟
強
化
、
友
好
国

と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
我
が
国
の
安
全
保
障
、

国
益
を
守
る
備
え
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
存
じ

ま
す
。

　

一
方
国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
、
戦
後
七
十
八
年

が
経
過
し
、
御
遺
族
の
高
齢
化
が
更
に
進
み
、
遺

児
の
平
均
年
齢
は
八
十
二
歳
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
全
国
二
百
四
十
六
万
余
柱
の
英
霊
の

内
、
独
身
で
、
直
系
の
家
族
が
な
く
散
華
さ
れ
た

英
霊
が
約
六
割
、
百
四
十
万
人
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
愛
媛
ご
出
身
の
英
霊
を
慰
霊
顕
彰

す
る
た
め
に
、
平
成
三
十
年
四
月
に
開
設
し
ま
し

た
、「
祈
念
史
料
室
み
ゆ
き
」
は
、
途
中
コ
ロ
ナ

の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
開
設
よ
り
今
年
七
月

迄
に
一
万
人
を
超
え
る
入
館
者
を
戴
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
史
料
室
は
遺
族
会
の
皆
様
の
強
い
ご
要

望
に
よ
り
、
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
「
平
和
の

尊
さ
」「
戦
争
の
悲
惨
さ
」「
英
霊
の
ご
遺
徳
を
後

世
に
継
承
し
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
を
、
大
き
な

目
的
の
一
つ
と
し
て
開
設
致
し
ま
し
た
。

　

御
遺
族
の
高
齢
化
、
戦
友
会
の
解
散
等
が
進
む

中
、
次
世
代
に
英
霊
の
「
慰
霊
」
と
「
顕
彰
」「
ご

祈 念 史 料 室  み ゆ き　（平成30年３月30日開設）

　

終
戦
記
念
日
祭
挨
拶

宮 

司　

額
田
照
彦



愛 媛 縣 護 國 神 社 社 報令和５年10月10日 第102号（ 2 ）　

 

御　

挨　

拶

愛
媛
県
遺
族
会

会 

長　

関
　
谷
　
勝
　
嗣

　

今
年
の
夏
は
連
日
猛
暑
が
続
き
、
日
本
の
平
均
気

温
は
平
年
と
比
べ
て
一
・
七
六
度
も
高
く
、
気
象
庁

が
統
計
を
取
り
始
め
て
か
ら
の
百
二
十
五
年
間
で
最

も
高
い
、
ま
さ
に
異
常
気
象
と
い
え
る
夏
で
し
た
。

皆
様
は
ど
の
よ
う
に
こ
の
夏
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
猛
暑
の
中
、
今
年
も
、
終
戦
記
念
日
で
あ
る

八
月
十
五
日
に
県
民
文
化
会
館
に
て
「
愛
媛
県
戦
没

者
追
悼
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
二
年
度
か
ら

規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
追
悼
式

で
す
が
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
「
五
類
」
へ
の
移
行
を
受
け
て
、
四
年
ぶ
り
に

制
限
の
な
い
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
約

八
百
人
の
方
々
が
御
参
列
く
だ
さ
り
、
戦
没
者
を
追

悼
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
も
、
四
年
ぶ
り
に
愛
媛
県

か
ら
遺
族
が
参
加
し
、
戦
没
者
の
冥
福
と
恒
久
平
和

を
祈
り
ま
し
た
。
我
々
遺
族
会
に
と
っ
て
大
切
な
慰

霊
顕
彰
の
機
会
が
一
つ
戻
っ
て
き
た
こ
と
を
う
れ
し

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
遺
族
会
の
務
め
は
、
英
霊
の

顕
彰
と
遺
族
の
援
護
を
行
う
と
共
に
、
戦
争
の
虚
し

さ
と
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　

終
戦
か
ら
七
十
八
年
が
経
ち
ま
し
た
。
昭
和
か
ら

平
成
、
令
和
と
時
代
が
移
り
、
遺
族
の
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
戦
後
生
ま
れ
の
人
口
は
日
本
の
総
人

口
の
八
割
を
超
え
て
お
り
、
終
戦
時
に
十
八
歳
以
上

だ
っ
た
明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
世
代
に
至
っ
て
は
人

口
の
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
状
況
で
す
。

戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
次
代
に
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
遺
族
会
青
年
部
の
活
性
化

が
急
務
で
す
。
遺
族
会
を
担
う
次
世
代
の
育
成
も
課

題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
後
継
者
の
育
成

に
力
を
注
ぐ
と
共
に
、
世
界
の
平
和
の
実
現
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
は
じ
め
ス
ー
ダ
ン
の
紛
争
、
シ
リ

ア
の
内
戦
等
悲
惨
な
ニ
ュ
ー
ス
が
い
ま
だ
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
特
に
長
期
化
し
て
い
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
は
世
界
中
に
あ
ら
ゆ
る
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
一
月
に
、
米
国
の
科
学
誌
で
あ
る
『
原

子
力
科
学
者
会
報
』（Bulletin of the A

tom
ic 

Scientists

）
が
、「
終
末
時
計
」
を
「
残
り
九
十
秒
」

と
発
表
し
ま
し
た
。「
終
末
時
計
」
と
は
、
専
門
家

が
科
学
や
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
人
類
滅
亡
ま
で
の

切
迫
度
合
い
を
比
喩
的
に
示
し
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。
深
夜
〇
時
を
人
類
滅
亡
と
見
立
て
、
核
戦
争
な

ど
の
危
機
が
高
ま
れ
ば
針
を
進
め
て
残
り
時
間
を
短

く
し
、
逆
に
危
機
が
遠
の
け
ば
、
針
を
戻
し
て
残
り

遺
徳
」
を
継
承
し
て
い
く
上
で
、
重
要
な
施
設
と
し

て
、
今
後
も
運
用
、
活
用
し
て
い
き
た
く
存
じ
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
九
年
四
月
愛
媛
玉
串

料
訴
訟
の
最
高
裁
判
所
の
上
告
審
に
お
い
て
「
靖
國

神
社
な
ど
へ
の
玉
串
料
等
の
公
金
の
支
出
は
憲
法
の

政
教
分
離
規
定
に
違
反
す
る
」
と
の
違
憲
判
決
が
出

さ
れ
て
以
来
、
護
國
神
社
へ
の
知
事
の
参
拝
は
途
絶

え
て
お
り
ま
す
。
他
県
で
は
、
現
在
も
知
事
が
例
大

祭
に
参
列
し
て
い
る
状
況
も
ご
ざ
い
ま
す
。
護
國
神

社
と
致
し
ま
し
て
は
、
春
・
秋
の
例
大
祭
に
は
、
靖

國
神
社
へ
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
親
拝
、
ま
た
、

首
相
自
ら
ご
参
拝
頂
き
、
ま
た
各
県
護
國
神
社
へ
の

参
拝
は
、
各
県
知
事
に
参
拝
し
て
頂
く
こ
と
を
切
に

願
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
関
係
者
に
祈
念
史
料
室
を
小
・
中
学

生
の
平
和
学
習
教
育
に
活
用
し
て
頂
け
た
ら
、
英
霊

も
お
喜
び
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
玉
串
料
訴
訟
の

違
憲
判
決
に
よ
り
、
特
に
護
國
神
社
の
施
設
等
利
用

に
消
極
的
な
よ
う
に
想
わ
れ
ま
す
。

　

本
日
ご
参
列
の
皆
様
方
を
始
め
、
友
好
団
体
、
崇

敬
者
の
皆
様
方
に
は
、
学
校
・
教
育
関
係
者
に
働
き

か
け
を
頂
き
、
引
き
続
き
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
に
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
参
列
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
、

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
以
上
簡
単
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
日
は
猛
暑
の
中
、
長
時
間
に
亘
り
ご
参
列
賜
り

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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時
間
を
延
ば
す
よ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
核

開
発
競
争
が
本
格
化
し
、
両
国
が
水
爆
実
験
に
成
功

し
た
一
九
五
三
年
に
「
残
り
二
分
」
と
な
っ
た
も
の

の
増
減
を
繰
り
返
し
、
二
〇
二
〇
年
〜
二
〇
二
二
年

の
三
年
間
は
「
残
り
百
秒
」
と
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
二
三
年
は
更
に
十
秒
短

く
な
り
、
史
上
最
短
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
理
由
と

し
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
そ
れ
に

伴
う
核
兵
器
使
用
の
リ
ス
ク
が
増
大
し
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
の
核
軍
拡
や
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
開
発
な
ど
に
つ
い
て
も
脅
威
で
あ
る

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
は
こ
の
脅
威
と
さ
れ
る
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、

北
朝
鮮
に
三
方
を
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
自
ら
の
安
全
保
障
を
自
ら
の
手
で
確
保

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
十
二
月
に
政
府
は
「
国
家
安
全
保
障
戦

略
」「
国
家
防
衛
戦
略
」「
防
衛
力
整
備
計
画
」
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
「
三
文
書
」
を
改
定
し
、
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。
こ
の
改
定
は
、
我
が
国
の
安
全
保
障
や

国
防
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
歴
史
的
な
転
換
点

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

防
衛
省
は
、
来
年
度
予
算
案
の
概
算
要
求
で
、
過

去
最
大
と
な
る
七
兆
七
千
三
百
八
十
五
億
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
軍
備
増
強
を
続
け
る
中
国
、

北
朝
鮮
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
ロ
シ
ア
を
に

ら
み
、
抑
止
力
を
強
化
す
る
た
め
で
す
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
世
界
情
勢
は
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
日
本
周
辺
諸
国
の
対
日
姿
勢

も
厳
し
さ
を
強
め
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
た
日
本
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
平
和
を
維

持
し
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
も
ま
た
、
遺
族
会
に

と
っ
て
大
切
な
役
割
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
英
霊
の
安
ら
か
な
る
こ
と
と
護
國
神
社
崇

敬
会
会
員
、
並
び
に
遺
族
会
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
念
じ
つ
つ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

み
ゆ
き

（七）

だ
よ
り

祈
　念

史
料
室

 

戦
争
の
教
訓
を

　
　
　
　

子
供
や
孫
に
伝
え
る
使
命

松
山
市
遺
族
会

副
会
長　

正
　
　
　
金
　
郎

　

松
山
市
か
ら
「
平
和
の
語
り
部
」
の
依
頼
が
あ

り
、
令
和
五
年
五
月
に
み
ど
り
小
学
校
（
六
年
生
九

十
二
名
）
と
六
月
に
正
岡
小
学
校
（
五
・
六
年
生
二

十
名
）
で
一
時
間
話
を
し
、
生
徒
か
ら
の
質
問
を
受

け
た
。

　

話
し
た
内
容
は
、
①
七
月
二
十
六
日
の
松
山
大
空

襲
、
②
父
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
で
戦
死
し
た

こ
と
、
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地

雷
処
理
活
動
に
命
が
け
で
取
り
組
ん
で
い
る
高
山
良

二
理
事
長
（
七
十
六
歳
・
三
間
町
出
身
）
の
寄
付

金
、
募
金
活
動
な
ど
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
こ
と
、

④
世
界
か
ら
戦
争
を
な
く
す
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

①
松
山
大
空
襲
で
は
、
当
時
の
食
べ
物
や
服
装
に

つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四

五
年
）
か
ら
三
十
年
頃
の
自
給
自
足
の
話
を
し
て
も

理
解
で
き
な
い
表
情
で
あ
っ
た
。
大
事
な
こ
と
は
米

（
米
農
家
）、
卵
（
養
鶏
舎
）、
肉
（
牛
舎
）
を
作
っ

て
い
る
人
の
こ
と
を
考
え
、
で
き
れ
ば
農
家
に
出
向

い
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
わ
か
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
話
し
た
。

　

松
山
市
役
所
の
用
意
し
た
松
山
大
空
襲
の
ビ
デ
オ

で
、
Ｂ
29
か
ら
焼
夷
弾
が
次
々
と
落
ち
る
映
像
や
逃

げ
惑
う
人
々
、
凄
惨
極
ま
り
な
い
状
況
が
生
徒
の
目

に
焼
き
付
い
て
い
る
表
情
で
あ
っ
た
。

　

愛
媛
新
聞
紙
上
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
松
山
大
空

襲
の
「
語
り
部
」
と
し
て
十
三
年
間
で
延
べ
七
十
四

校
の
小
・
中
学
校
を
訪
ね
、
公
演
さ
れ
た
中
山
厚
さ

ん
（
九
十
歳
）。「
戦
争
は
人
間
が
起
こ
す
最
も
愚
か

な
行
為
。
人
間
の
知
恵
で
戦
争
の
な
い
、
子
ど
も
た

ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
正
し
い
判
断
を
す
る
た
め

の
き
っ
か
け
に
な
り
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式
で
遺
族
代
表
と
し
て
、
白

石
世
津
子
さ
ん
も
「
私
た
ち
は
先
人
た
ち
の
思
い
を

忘
れ
ず
、
次
世
代
の
子
ど
も
や
子
孫
に
語
り
伝
え
る

使
命
が
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
遺
族

会
と
し
て
も
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

②
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
で
父
が
戦
死
し
た

時
、
私
は
二
歳
で
、
父
の
顔
も
記
憶
に
は
な
い
。
た

だ
、
父
の
遺
言
文
の
中
に
「
兄
弟
、
子
ど
も
の
教
育

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
り
、
八
幡
浜
市
川
上
町
の
五
反
百
姓
（
五

十
ア
ー
ル
）
の
半
農
半
漁
の
極
貧
生
活
で
、
母
の

苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
ス
イ
カ
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
マ
ト
な
ど
を
作
り
、
そ
れ
を
リ
ヤ

カ
ー
で
二
時
間
往
復
し
て
販
売
す
る
辛
い
作
業
を
手

伝
う
こ
と
で
、
精
神
力
を
鍛
え
ら
れ
た
と
思
う
。
遺

言
文
の
と
お
り
、
祖
父
、
祖
母
、
母
は
立
派
に
教
育

を
し
て
く
れ
、
子
ど
も
・
孫
ま
で
高
校
・
大
学
に
行
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き
、
社
会
人
と
し
て
仕
事
に
精
進
し
て
い
る
こ
と

は
、
父
の
遺
言
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
八
年
十
一
月
に
は
、
日
本
遺
族
会
主
催
の

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
と
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
に
保
木
山
栄
満
さ
ん
ら
と
共
に

参
加
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
日
本
軍
は
、
五
十
万
人

超
と
お
び
た
だ
し
い
数
の
死
者
を
出
し
た
。
父
は
、

一
九
四
五
年
三
月
十
三
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ウ
ン

テ
ン
州
バ
ギ
オ
で
戦
死
、
全
国
の
遺
児
仲
間
と
慰

霊
祭
を
行
い
、「
父
さ
ん
、
日
本
へ
一
緒
に
帰
り
ま

し
ょ
う
。
残
さ
れ
た
私
た
ち
は
戦
争
を
な
く
し
、
世

界
平
和
の
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
や

り
ま
す
。
天
国
か
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
参
加

者
全
員
が
大
き
な
声
で
訴
え
た
。

　

戦
争
の
悲
惨
は
、
わ
ず
か
二
年
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

が
百
十
二
万
人
死
亡
し
て
い
た
こ
と
、
ア
メ
リ
カ
兵

も
五
万
人
の
戦
死
者
、
日
本
兵
五
十
万
人
と
合
計
百

六
十
七
万
人
の
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
争

の
最
大
の
悲
劇
は
現
地
の
住
民
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
で
あ
る
。「
人
が
人
を
殺
す
よ
う
な
悲
惨
な
戦
争

は
二
度
と
し
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
を
誓
い
合
い
、

全
国
の
仲
間
の
有
志
で
「
二
〇
〇
八
・
ル
ソ
ン
の

会
」
を
結
成
し
、
毎
年
持
ち
回
り
で
各
県
を
訪
問
し

て
、
世
界
の
戦
争
を
な
く
し
、
平
和
構
築
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。（
こ

の
三
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
）

　

③
二
〇
一
〇
年
「
平
和
の
種
子
を
ま
く
」
の
高
山

良
二
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
地
雷
処
理
・
地
域
復
興
支

援
の
会
）
理
事
長
の
講
演
を
聞
い
て
、
そ
れ
以
来
寄

付
金
活
動
、
講
演
会
、
募
金
活
動
な
ど
を
手
伝
う
よ

う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
三
年
に
は
、
遺
児
の
保
木
山

栄
満
さ
ん
な
ど
四
人
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
処
理
現

場
を
訪
問
し
、
命
が
け
の
「
住
民
参
加
型
」
地
雷
処

理
活
動
に
共
感
し
、
現
在
も
手
伝
い
を
続
け
て
い
る
。

　

高
山
理
事
長
は
、
地
雷
処
理
活
動
は
、
あ
く
ま
で

も
手
段
で
あ
り
、「
引
き
金
を
ひ
か
な
い
国
際
秩
序

を
守
る
世
界
平
和
の
構
築
が
目
的
」
で
あ
る
と
強
い

信
念
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。「
人
間
が
起
こ

し
た
過
ち
は
人
間
が
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
過
ち
を
子
や
孫
の
代
ま
で
放
置
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
の
決
意
か
ら
、
自
衛
官
を
退
職
さ
れ
た
後
、

熟
練
の
地
雷
処
理
技
術
を
生
か
し
て
、「
平
和
の
種

に
な
り
た
い
」
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
サ
タ
エ
ン
村
で
活

動
を
さ
れ
て
い
る
。

　

④
世
界
か
ら
戦
争
を
な
く
す
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
二
十
二
日
、
愛
大
附
属
中
学
二
年
生

百
二
十
八
名
に
「
平
和
の
語
り
部
」
の
依
頼
が
あ
っ

た
の
で
、
勉
強
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
図
書

館
に
行
き
、
平
和
と
戦
争
に
つ
い
て
の
本
、
著
名
人

の
談
話
、
マ
ン
ガ
本
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
幅
広
い
知
識
が

必
要
で
あ
る
。
特
に
哲
学
を
学
ぶ
こ
と
が
大
事
で

「
人
類
を
つ
な
げ
る
、
対
話
で
は
同
じ
問
い
を
共
有

す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
」
と
あ
り
、
最
終
目
標

は
「
平
和
」
で
あ
る
と
哲
学
者
の
河
野
哲
也
氏
は
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　

戦
争
が
起
こ
っ
た
原
因
は
、
食
糧
不
足
（
日
本
の

食
料
自
給
率
三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー

不
足
（
日
本
の
自
給
率
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
）、
独
裁

者
の
人
間
性
（
ヒ
ト
ラ
ー
・
プ
ー
チ
ン
な
ど
）
で
あ

り
、
勉
強
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
勉
強
し
た

こ
と
を
、
父
・
母
（
祖
父
・
祖
母
）
と
家
庭
で
平
和

と
戦
争
に
つ
い
て
よ
く
話
す
こ
と
が
、
一
番
大
切
だ

と
訴
え
た
。

　

遺
族
会
の
使
命
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
「
語

り
部
」
を
通
し
て
、
子
ど
も
や
孫
に
語
り
伝
え
て
い

く
こ
と
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
る
。

フィリピン・ルソン島マウンテン州
バギオの山奥での慰霊祭（2008年・ルソン会）

カンボジア・タサエン村の地雷処理活動
（右から高山理事長、佐々木氏、筆者）
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　『
戦
友
団
体
等
に
よ
る
慰
霊
祭
』

令
和
五
年

　

四　

月
二
十
八
日　

今
治
市
吉
海
町
慰
霊
祭

　

五　

月　

十　

日　

西
条
市
国
安
慰
霊
祭

　

五　

月
十　

三
日　

愛
媛
シ
ベ
リ
ア
を
語
り
継
ぐ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

慰
霊
祭

　

五　

月
二
十
八
日　

西
予
市
野
村
町
野
村
地
区
慰
霊
祭

　

六　

月
三　

十
日　

愛
媛
県
殉
職
消
防
職
団
員
慰
霊
祭

　

七　

月
十　

九
日　

今
治
市
宮
窪
町
慰
霊
祭

　

八　

月
十　

七
日　

歩
兵
第
二
十
二
聯
隊
慰
霊
祭

　

九　

月
十　

七
日　

今
治
市
大
西
慰
霊
祭

　

九　

月
十　

七
日　

今
治
市
朝
倉
慰
霊
祭

　〈
永
代
祭
祀
料
奉
納
者
ご
芳
名
〉

令
和
五
年

　

四　

月
二
十
九
日　

一
金
弐
萬
円

　
　
　
　
　
　

新
居
浜
市
桜
木
町�

三
浦　

淳
子 

様

　

八　

月　

二　

日　

一
金
弐
萬
円

　
　
　
　
　
　

今
治
市
朝
倉
上�

曽
我
部
洋
三 

様

　〔
寄
贈
図
書
〕

一
、「
令
和
の
御
大
典
を
壽
ぐ

　
　
　
　

│
神
社
本
庁
活
動
記
録
│
」

　
　
　
　
　
　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木�

神
社
本
庁 

様

令
和
五
年（
四
月
）春
季
慰
霊
大
祭
奉
仕
者

�

（
敬
称
略
）

献
茶
奉
仕
者
（
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
松
山
支
部
）

副
幹
事
長

木　

村　

宗　

悦

常
任
幹
事

西　

村　

宗　

恵

献
花
奉
仕
者
（
愛
媛
県
華
道
会
）

桂
月
流

松
山
市
朝
日
ヶ
丘

岩　

本　

清　

美

 

護
國
の
英
霊
・
慰
霊
と
顕
彰
を

愛
媛
万
葉
苑
保
存
会

　

常
任
理
事　

藤
　
原
　
　
　
茂

　

早
い
も
の
で
、
今
年
は
終
戦
か
ら
七
十
八
年
目
を

迎
え
、
恒
例
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
や
愛
媛
県
戦
没

者
追
悼
式
が
開
か
れ
た
。
し
か
し
当
日
靖
國
神
社
へ

詣
で
た
国
会
議
員
は
七
十
名
だ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て

い
た
。
県
護
國
神
社
で
開
か
れ
た
記
念
式
典
で
も
、

国
会
議
員
五
名
、
県
・
市
議
会
議
員
六
名
。
関
係
団

体
代
表
一
般
参
会
者
を
含
め
て
も
三
十
数
名
に
過
ぎ

万
葉
苑
だ
よ
り（
十
）

な
か
っ
た
。
報
道
に
よ
れ
ば
遺
族
世
帯
は
一
九
六
七

年
の
百
二
十
五
万
世
帯
か
ら
ほ
ぼ
五
十
年
で
半
減
し

て
い
る
と
い
う
。
戦
後
七
十
八
年
不
思
議
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
祖
国
や
同
胞
を
護
る
た
め
に
、
あ
た
ら

若
い
生
命
を
捧
げ
た
英
霊
に
対
し
て
の
慰
霊
・
顕
彰

は
、
国
や
今
を
生
き
る
我
々
国
民
の
当
然
の
責
務
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

私
は
終
戦
を
中
国
の
万
里
の
長
城
八
達
嶺
で
迎
え

た
。
ソ
連
の
戦
車
集
団
を
迎
え
撃
つ
べ
く
必
死
の
覚

悟
で
肉
攻
準
備
中
で
あ
っ
た
。
終
戦
を
知
る
と
、
僅

か
四
ヶ
月
前
に
従
軍
し
て
い
た
老
河
口
作
戦
で
失
っ

た
多
く
の
戦
友
と
、
当
時
在
隊
し
て
い
た
保
定
幹
部

候
補
生
隊
の
先
輩
た
ち
が
、
連
日
沖
縄
で
特
攻
要
員

と
し
て
名
誉
の
戦
死
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
、
今

に
生
き
て
い
る
自
分
を
責
め
て
い
た
。

　

そ
の
後
私
は
、
幸
運
に
も
そ
の
年
の
十
二
月
帰

国
・
復
員
し
て
い
た
が
、
爾
来
夏
が
来
る
と
今
に
生

き
て
い
る
自
分
を
責
め
る
自
虐
癖
が
ト
ラ
ウ
マ
の
よ

う
に
頭
脳
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
数
年
前
、
県
の
遺
族
会
に
参
加
し
て
靖

國
神
社
の
「
み
た
ま
ま
つ
り
」
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
前
夜
祭
で
境
内
一
面
に
掲
げ
ら
れ
た

万
灯
の
中
か
ら
奇
跡
的
に
、
原
隊
の
「
騎
兵
第
二
十

五
聯
隊
」
と
「
保
定
幹
部
候
補
生
隊
」
の
数
十
灯
に

出
会
っ
た
。
そ
の
翌
日
、
正
式
に
昇
殿
参
拝
を
許
さ

れ
、
多
く
の
戦
友
の
御
霊
の
前
で
、
祖
国
の
繁
栄
を

報
告
し
、
久
闊
を
詫
び
慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
た
。
そ

れ
か
ら
は
不
思
議
に
自
虐
的
な
ト
ラ
ウ
が
消
え
て
い

た
。

　

そ
ん
な
矢
先
の
平
成
三
十
年
、
靖
國
神
社
第
十
二

代
小
堀
宮
司
の
発
言
を
巡
る
事
件
が
週
刊
誌
に
報
じ

ら
れ
た
。
不
敬
に
拘
わ
る
宮
司
の
発
言
や
、
神
社
内

奉
納
生
花
奉
仕
者

桂
月
流

松
山
市
朝
日
ヶ
丘

岩　

本　

清　

美

幣
殿
献
花
奉
仕
者
（
華
道
家
元
池
坊
松
山
支
部
）

伊
予
郡
松
前
町
筒
井

池　

内　

ミ　

ワ

松
山
市
南
久
米
町

石　

丸　

明　

子

献
吟
奉
仕
者
（
清
吟
堂
吟
友
会
）

九
日　
　

奉
安
祭
献
吟

白　

石　

博　

風

笠　

崎　

瑞　

洋

永　

井　

清　

長

　
　
　
　

尺
八
献
奏
者

長
谷
川　

廣　

山

十
日　
　

大
祭
献
吟

紙　

野　

麗　

月

佐　

伯　

瑞　

媛

二　

神　

清　

鷹

　
　
　
　

尺
八
献
奏
者

長
谷
川　

廣　

山

献
謡
奉
仕
者
（
愛
媛
縣
護
國
神
社
献
謡
会
）

　
　
　
　

献
謡

村　

井　

安　

夫
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部
の
事
情
漏
洩
な
ど
は
問
題
で
あ
り
遺
憾
な
事
件
で

あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
靖
國
神
社
は
明
治
天
皇
が
国
の
た
め
に

殉
じ
た
英
霊
の
慰
霊
・
顕
彰
の
た
め
に
祀
ら
れ
た
神

社
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
日
清
・
日
露
の
戦
争
か
ら

大
東
亜
戦
争
に
至
る
ま
で
の
多
く
の
英
霊
が
お
祀
り

さ
れ
て
き
た
。
私
た
ち
世
代
の
多
く
は
、
祖
国
と
同

胞
を
護
る
た
め
に
莞
爾
と
し
て
従
軍
し
、
家
族
や
青

春
を
顧
み
ず
戦
っ
て
き
た
。
私
も
そ
の
一
人
で
、
学

友
や
戦
友
た
ち
と
い
ず
れ
は
靖
國
神
社
で
会
お
う
と

誓
い
合
っ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
靖
國
神
社
や
護
國

神
社
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
か
に
も
無
念
で

あ
る
。
英
霊
の
慰
霊
・
顕
彰
は
「
片
時
も
忘
れ
な

い
」
と
思
い
つ
つ
も
忘
れ
が
ち
な
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
慰
霊
・
顕
彰
の
話
題
に
な
る
と
、「
戦

争
容
認
か
」
と
非
難
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
平
和
を

願
う
心
と
慰
霊
・
顕
彰
と
の
間
に
矛
盾
は
な
い
。

　

た
だ
気
に
な
る
の
は
、
総
理
を
は
じ
め
要
職
の
方

た
ち
の
靖
國
神
社
や
護
國
神
社
へ
の
参
拝
も
少
な
く

疎
ん
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
曽
根
元
首
相

や
安
倍
元
首
相
も
就
任
前
の
発
言
に
も
拘
ら
ず
、
他

国
の
中
傷
に
凝
り
て
か
中
断
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

国
の
元
首
や
大
統
領
・
総
理
が
他
国
を
訪
問
さ
れ

た
時
に
は
、
そ
の
国
の
戦
没
者
の
霊
に
詣
で
る
の
は

常
識
で
あ
る
。
戦
後
間
も
な
い
頃
、
靖
國
神
社
に
お

参
り
し
た
時
、
武
装
し
た
米
兵
の
一
団
に
出
会
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
当
時
米
兵
の
参
拝
は
珍
し
く
な
か
っ

た
と
聞
い
て
、
か
つ
て
の
敵
な
が
ら
「
天
晴
れ
」
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

私
は
荒
れ
果
て
て
い
た
「
愛
媛
県
戦
没
者
慰
霊

塔
」
や
「
軍
馬
・
軍
犬
・
軍
鳩
・
家
畜
慰
霊
塔
」
の

修
復
・
維
持
に
関
わ
っ
て
い
る
。
県
護
國
神
社
に
も

十
数
基
の
慰
霊
・
顕
彰
碑
が
あ
る
が
、
建
立
し
た
戦

友
会
も
解
散
し
維
持
管
理
も
ま
ま
な
ら
な
い
現
状

だ
。
今
は
神
社
や
万
葉
苑
保
存
会
で
何
と
か
維
持
・

管
理
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
た
ま
た
ま
こ
の
八

月
二
十
二
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
と
読
売
新
聞
社
説
が

全
国
に
あ
る
多
く
の
「
戦
没
者
慰
霊
塔
」
の
維
持
管

理
を
憂
い
、「
国
の
た
め
に
命
を
落
と
し
た
人
た
ち

の
存
在
を
留
め
る
こ
と
は
国
の
大
切
な
責
務
で
あ

る
」
と
し
て
行
政
の
関
与
を
訴
え
て
い
た
。
全
く
同

感
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
共
団
体
や
公
職
者
の
神
社

等
へ
の
関
与
に
つ
い
て
は
色
々
の
意
見
が
あ
る
。

　

私
も
県
に
在
職
中
「
靖
國
神
社
へ
の
玉
串
料
訴
訟

問
題
」
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
。
残
念
な
が
ら
民

主
党
政
権
下
の
最
高
裁
で
敗
訴
し
た
苦
い
経
験
で
あ

る
。
そ
れ
で
思
い
出
す
の
が
、
以
前
あ
っ
た
九
州
某

県
で
の
学
校
生
徒
の
神
社
参
拝
の
可
否
を
め
ぐ
る
紛

争
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
衛
藤
晟
一
参
院
議
員
が

参
院
文
教
委
で
質
問
し
、
更
に
平
沼
赳
夫
議
員
か
ら

衆
院
文
教
委
で
質
問
主
意
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。
当

時
の
渡
海
文
相
が
明
確
に
答
弁
さ
れ
て
お
り
、
閣
議

決
定
の
答
弁
書
も
出
さ
れ
て
い
る
。
記
録
に
よ
れ

ば
、「
昭
和
二
十
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
出
し
た
『
神
道
指

令
』
に
基
づ
い
て
出
さ
れ
た
文
部
省
通
達
の
中
の

『
学
校
が
主
催
し
て
靖
國
神
社
・
護
國
神
社
及
び
主

と
し
て
戦
没
者
を
祀
っ
た
神
社
を
訪
問
し
て
は
な
ら

な
い
』
に
よ
っ
て
学
校
行
事
と
し
て
の
訪
問
が
禁
止

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
神
道
指
令
は
昭
和
二
十
七
年

我
が
国
の
独
立
に
よ
っ
て
効
力
を
失
っ
た
」
と
。
に

も
拘
ら
ず
こ
の
一
部
だ
け
は
講
和
成
立
後
も
有
効
視

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
時
点
で
正
確
に
無
効
と
さ
れ
、

学
校
行
事
と
し
て
の
修
学
旅
行
や
野
外
活
動
と
し
て

靖
國
神
社
や
護
國
神
社
へ
の
訪
問
を
許
可
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
独
立
以
降
の
事
情
は
一
般
に
は
ほ
と
ん

ど
認
知
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

神
社
や
慰
霊
塔
へ
の
無
関
心
さ
の
重
要
な
原
因
で
は

な
か
ろ
う
か
。
大
い
に
反
省
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

私
は
小
堀
前
宮
司
の
戦
没
者
の
慰
霊
・
顕
彰
へ
の

想
い
は
同
じ
で
あ
る
。
左
に
同
氏
の
詩
を
掲
げ
る
。

　
　
　

靖
國
神
社
の
神
前
に
て　
　

小
堀
邦
夫

あ
な
た
は
見
よ
う
と
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

二
百
四
十
六
万
余
柱
の
御
霊
が
、
あ
な
た
と
同
じ

よ
う
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
。
…
中
略
…

こ
れ
が
最
後
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
別

れ
の
言
葉
や
思
い
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
。
…
中
略
…

私
に
は
聞
こ
え
ま
す
。
御
霊
た
ち
が
涙
な
が
ら
に

言
い
か
わ
し
て
い
る
言
葉
が
。

天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
の
か
な
わ
な
か
っ
た
御
霊

た
ち
が
、
そ
の
命
の
上
に
堂
々
と
生
き
て
く
れ
よ

と
願
っ
て
い
る
言
葉
が
。

神
前
に
額
づ
く
時
、
い
つ
も
御
霊
た
ち
の
さ
さ
や

き
が
止
ま
り
、
無
音
の
時
空
の
中
で
じ
っ
と
私
を

見
つ
め
て
い
る
。
…
中
略
…

ど
う
か
、
ど
こ
の
誰
で
あ
っ
て
も
良
い
、
こ
こ
に

頭
を
垂
れ
て
、
御
霊
た
ち
に
話
し
か
け
て
ほ
し
い

の
で
す
。

あ
な
た
方
の
悲
し
み
の
お
陰
で
、
今
が
あ
る
こ
と

を
。
今
も
こ
れ
か
ら
も
あ
な
た
方
を
忘
れ
は
し
な

い
と
。

　
　

靖
國
や
護
國
の
宮
に
歓
呼
し
て

　
　
　
　
　

送
り
し
民
草
今
は
何
処
に

�

白
寿
翁　

茂
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『
紫
電
改
３
４
３
』の
作
家
来
た
る
！

前
愛
媛
県
議
会
議
員

　

森
　
髙
　
康
　
行

　

お
許
し
を
い
た
だ
き
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

愛
媛
松
山
が
舞
台
の
『
紫
電
改
３
４
３
』
は
、
講

談
社
雑
誌
『
イ
ブ
ニ
ン
グ
』
に
連
載
さ
れ
て
い
た
戦

記
漫
画
で
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
雑
誌
が

休
刊
と
な
り
、
作
品
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
も

の
の
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
成
功
し
、
作

家
・
須
本
壮
一
氏
の
サ
イ
ト
で
掲
載
が
継
続
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
昨
年
、
友
人
の
紹
介
で
須
本
壮
一
氏
と
出
会

い
、
こ
れ
ま
で
漫
画
『
ア
ク
シ
ョ
ン
』
で
『
奪
還
』

『
め
ぐ
み
』『
母
が
拉
致
さ
れ
た
時
、
僕
は
ま
だ
一
歳

だ
っ
た
』
な
ど
の
連
載
を
通
し
て
、
若
者
も
含
め
た

多
く
の
世
代
に
北
朝
鮮
拉
致
問
題
の
不
当
性
を
訴
え

た
り
、
作
家
・
百
田
尚
樹
氏
原
作
の
『
永
遠
の
０
』

や
『
海
賊
と
呼
ば
れ
た
男
』
を
漫
画
化
す
る
な
ど
、

社
会
的
に
必
要
な
作
品
を
意
欲
的
に
世
に
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
十
月
二
十
四
日
（
火
）
午
後
、
愛
媛
県

護
國
神
社
正
式
参
拝
を
初
め
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
併
せ
て
奉
納
演
武
と
し
て
、
俳
優
の

故
・
丹
波
哲
郎
さ
ん
の
弟
子
で
本
県
出
身
の
岩
ゲ
ン

ト
さ
ん
と
伊
予
市
観
光
大
使
で
南
海
放
送
ラ
ジ
オ

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
Ｎ
ｉ
ｃ
ｏ
さ
ん
の
お
二
人
に

よ
る
奉
納
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

参
拝
終
了
後
は
、
み
ゆ
き
殿
二
階
に
お
い
て
、

「
漫
画
家
須
本
壮
一
氏
を
囲
む
会
」
を
十
四
時
か
ら

会
費
千
円
（
資
料
・
飲
み
物
代
含
）
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
参
加
申
し
込
み
は
神
社
受
付
に
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
申
し
込
み
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
『
紫
電
改
３
４
３
』
は
、
源
田
実
先
生
が
率

い
た
松
山
駐
在
の
部
隊
で
あ
り
、
須
本
さ
ん
は
今
回

の
来
県
で
、
西
条
市
楢
本
神
社
前
の
愛
媛
五
軍
神
慰

霊
祭
や
、
四
国
中
央
市
村
松
の
関
大
尉
の
墓
参
な

ど
、
作
品
に
活
か
す
取
材
も
兼
ね
て
お
り
、
歴
史
に

残
る
素
晴
ら
し
い
作
品
に
な
る
よ
う
に
応
援
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
に
と
っ
て
故
・
源
田
実
先
生
は
、
戦
争

の
ご
経
験
か
ら
の
参
議
院
議
員
と
し
て
の
ご
活
躍
を

尊
敬
し
て
い
た
ヒ
ー
ロ
ー
で
し
た
。
奇
し
く
も
愛
媛

で
亡
く
な
り
、
当
時
の
長
岡
悟
先
生
か
ら
の
ご
依
頼

を
受
け
て
、
私
が
愛
媛
県
秘
書
課
と
相
談
し
て
、
全

日
空
松
山
か
ら
東
京
便
に
ご
遺
体
搬
送
の
手
配
に
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
縁
も
あ
り
、
不
思
議
な
出

会
い
で
し
た
。

　

須
本
さ
ん
の
漫
画
を
通
じ
て
幅
広
い
世
代
に
歴
史

の
真
実
を
知
ら
し
め
る
、
よ
い
機
会
で
も
あ
る
と
信

じ
ま
す
。

　

英
霊
顕
彰
の
一
環
と
し
て
、
秋
の
一
日
を
共
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

須
本
壮
一

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

愛媛縣護國神社英霊顕彰会

入会と継続のご案内
平成26年11月の設立以来、ご理解ご協力を賜り感謝申し上げます。
今後も英霊のご遺徳を顕彰し後世に伝えてゆくために、愛媛縣護國
神社英霊顕彰会へのご入会と継続のご協力をお願い申し上げます。
お問い合わせは、下記迄お願い致します。

　愛媛縣護國神社　英霊顕彰会事務局　TEL（089）925-2353
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☆
令
和
五
年
九
月
七
日

　

松
山
市
遺
族
会
役
員
会

　
　

会　

長　

西
村
利
明�

様

�

計
四
十
名

☆
令
和
五
年
八
月
十
五
日

　

伊
豫
豆
比
古
命
神
社

　
　

宮
司　

長
曽
我
部
昭
一
郎�

様

�

計
十
名

☆
令
和
五
年
八
月
二
十
九
日

　

愛
媛
県
瓦
工
事
業
組
合

　
　

理
事
長　

菊
池 

陽
一
郎�

様

�

計
十
七
名

御
祈
祷（
お
祓
い
）の

�

御
案
内

　
当
社
で
は
各
種
祈
願
を
随

時
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
時
間
等
は
社
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

初

宮

詣

七

五

三

詣

厄

除

け

交

通

安

全

家

内

安

全

合

格

祈

願

社

運

隆

昌

新
年
特
別
祈
祷

そ

の

他

正
　
式
　
参
　
拝

☆
令
和
五
年
四
月
十
七
日

　

愛
媛
県
遺
族
会
女
性
部
総
会

　
　

女
性
部
部
長

　
　
　
　
　
　

清
家
征
子�

様

�
計
十
名

☆
令
和
五
年
五
月
十
九
日

　

愛
媛
県
遺
族
会
女
性
部
長
会

　
　

会　

長　

関
谷
勝
嗣�

様

�

計
三
十
名

☆
令
和
五
年
五
月
二
十
七
日

　

晴
朗
会

　
　

世
話
人　

安
永
教
一�

様

�

計
十
八
名

☆
令
和
五
年
六
月
二
十
三
日

　

愛
媛
県
遺
族
会
評
議
員
会

　
　

会　

長　

関
谷
勝
嗣�

様

�

計
二
十
四
名

☆
令
和
五
年
六
月
二
十
九
日

　

松
山
市
遺
族
会
役
員
会

　
　

会　

長　

西
村
利
明�

様

�

計
四
十
名

☆
令
和
五
年
七
月
七
日

　

伊
曽
乃
神
社
女
性
部

　
　

宮　

司　

堀
川
修
巧�

様

�

計
七
名

�

計
三
名


